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No.6

平成21年度は、3割減栽培に取り組み安心と信頼の米づくりの

「南魚沼米」天・地・人運動
 天 …天候に左右されない最高の品質・食味の米づくりのために、　
　　　スリムな稲姿に仕上げる！

裏面もご覧ください。

スリムな稲姿のポイント

中干し指導会のご案内

ポイント①　早めの中干しの実施と必ず溝きりを実施してスリムな稲姿に !!
ポイント②　田んぼに入り必ず茎数確認してスリムな稲姿に !!

中干しは田植1ヶ月後を目安に遅れず実施 !
田植え後１ヶ月（６月20日頃～）には溝きりを実施 !
目標茎数80％（17本／株）になったら直ちに実施 !

  中干しの方法
●中干しは田面に小さなヒビが入り、軽く
足跡がつく程度とします。
●乾きすぎる場合は、走り水でかん水して
ください。
●生育量の目安を上回っている場合は強
め、下回っている場合は弱めに行います。
●中干しは幼穂形成期の前（7月中旬）に
は終了します。
●中干し終了後は浅水の間断かん水を実施
し、うわ根の発生を促進させ、根の健全
化と地耐力の維持に努めましょう。

適正な穂肥施用には、中干し、
　　　溝きりがキーポイントになります！

ポイント

必ず茎数の確認
（葉が２枚で１茎）

葉が２枚以上に
出ているものを
1本と数えます。

溝きりのポイント

●溝を切る間隔は幅2.5m（8条～10条）
程度で深さは10cm以上にする。
●10ａに６～８本、排水不良の場合は多
めに溝切りを実施する。
●切った溝は必ず排水溝につなげる。

内　容  ：  中干し・溝きりのポイント
　　　　　※場所は、おいしい米づくり情報特別版をご確認してください。

開催日時 開催場所

6月 18日（木）
　　　午前10時～

六日町地域
稲作リーダー　広田正夫さん圃場

6月18日（木）
　　　午後2時～

大和地域
稲作リーダー　井口暎夫さん圃場



ご不明な点等がございましたらＪＡ米穀課 (TEL777－3180) までお問い合わせください。

中干し・溝きり効果

中干し

●無効茎の発生抑制による適正生育量の確保
●下位節間の伸長抑制による倒伏軽減
●土壌への酸素供給による根の健全化
●収穫時の機械作業が可能な地耐力の確保

溝きり

●秋の長雨による停滞水の容易な排水
●フェーン等の緊急時の迅速なかん水

田植えが遅く、日照時間が不足した場合は地温の上昇が遅れ生育が停滞気味になるので、活着
及び分けつを促進するために保温的水管理を行ってください。

不適切な中干しでは、過剰分けつ、籾
数過多になり適切な穂肥施用ができま
せん。
穂肥施用ができないと大切な後期栄養
が確保できず、胴割粒、乳白粒などの
発生を助長します。

中干しが不徹底の場合

－まずは、いもち病の発生源になる補植苗を大至急除去してください。－
いもち病の箱処理を使用した方は、通常では、いもち病の防除は今後不要です。
※コシヒカリＢＬ以外の品種では、防除は例年通りの体系で行ってください。

いもち病の箱処理を使用しなかった方は

葉いもち病の予防防除をする場合は、６月15日までにオリゼメートを散布して
ください。

●散布時期　　田植日に関係なく、６月10日～15日頃　

●散　布　量　　オリゼメート粒剤：３～４㎏／反
　　　　　　　オリゼメートパック剤：１～1.3㎏（20～ 26個）／反

天気が良い日が続くと水田の地温が上昇し、ワキ（地中からのガス）が発生します。ワキの発生が
多くなると根の活力を低下させますので、用水の更新や夜間落水等により、ガス抜きと土壌への酸
素供給を行ないましょう。

ワキの発生程度 水稲への影響 対策

水田に足を踏み込むと盛んに気泡を発生する。
・根の活力低下
・根張不良

用水を更新する

晴天時、自然に気泡を発生して、足を踏み込むと
著しく気泡が発生する。

・根の伸長阻害
・地上部の黄化

間断かん水

いもち病予防防除

ワキの防止 －根の健全性の維持－


